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コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・

シ
ス
テ
ム

ス
タ
ー
ト

図
書
館
が

便
利
に
な
り
ま
す

平
成
元
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
た
図
書
館
の

「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
」
が、

4
月

1
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
貸
出
、
返
却
、
検
索
な
ど
各

種
の
図
書
館
業
務
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
、
貸
出
冊
数
も
八
冊

に
増
冊
さ
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
今
回
、
図
書
館
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
図
書
館
を
利
用
し
て
、
余
暇
時
聞
を
有
意
義
に

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

便
利
に
な
り
ま
す

図
書
携
出
証
が
、
バ
ー
コ
ー
ド
式

の
利
用
者
カ

l
ド
に
変
わ
り
ま
す
。

貸
出
は
、
カ
ー
ド
と
本
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
な
ぞ
る
だ
け
、
返
却
は
、
本
を

な
ぞ
る
だ
け
で
迅
速
に
行
え
ま
す
。

〈貸
出
・
返
却
に
手
聞
が
か
か
り
ま

せ
ん
〉

ま
た
、
貸
出
冊
数
は
、

三
冊
か
ら

八
冊
に
増
え
ま
す
。

〈多
様
な
検
索
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

行
え
ま
す
〉

利
用
者
用
の
端
末
を
二
台
設
置
し
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ

ま
し
た
。
簡
単
な
操
作
で
さ
ま
ざ
ま
い
。
利
用
者
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

な
検
索
が
迅
速
に
行
え
ま
す
。
ま
た
、
の
で
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
借
り
ら

駄
目
名
の

一
部
が
わ
か
れ
ば
本
を
探
す
れ
ま
す
。

こ
と
も
で
き
ま
す
。

本
の
貸
出
は
、

一
人
八
冊
以
内
で

〈リ
ク
エ
ス
ト
、
予
約
が
充
実
し
ま

期
間
は
二
週
間
で
す
。

す
〉

〈

本
の
返
却
は
〉

貸
出
中
の
本
の
返
却
予
定
日
が
わ
本
は
返
却
期
限
日
ま
で
に
、
カ
ウ

か
り
ま
す
。
注
文
中
の
本
の
予
約
が
ン
タ

l
へ
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
図
書

で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
近
出
版
さ
れ
館
が
閉
っ
て
い
る
と
き
は
、
玄
関
左

た
本
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

わ
き
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
お
入
れ
く

〈国
会
図
書
館
の
蔵
書
が
わ
か
り
ま

だ
さ
い
。

す
〉

〈

開
館
時
間
、
休
館
日
は
〉

C
D
l
R
O
M
検

索

シ

ス

テ

ム

開

館

時

間

は

、

午

前

9
時
か
ら
午

(J
I
B
-
s
C
)
を
導
入
し
ま
し
後
5
時
ま
で
で
す
。

た
。
国
立
国
会
図
替
館
の
蔵
容
を
検
休
館
日
は
、
毎
週
月
間
附
日
と
毎
月

索
で
き
ま
す
。

末
日
、
年
末

・
年
始
、
祝
日
及
び
ぱ

な
お
、
端
末
機
等
の
操
作
方
法
が
く
お
日

(蔵
舎
の
点
検
・
本
の
虫
干
し

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
遠
慮
な
〈
職
と
消
毒
)
期
間
で
す
。

員
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

図
書
館
を

活
用
し
よ
う

〈本
の
貸
出
は
〉

初
め
て
本
を
借
り
る
方
は
、
国
市
品
目

館
に
備
え
付
け
の
貸
出
登
録
申
込
書

に
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
載
し
て
、

図
書
館
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
ひ
と
り
で
も
グ
ル
ー
プ
で

も
、
自
由
に
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
。ど

う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

E
-

、。

J

，、・
L
V

-
問
合
せ

国
政
口
館
宮
間

一
四
四

O
バーコー ド式の利用者カー ド

mv
新
刊
案
内

電
子
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
(
天
笠
啓
祐
)

や
っ
ぱ
り
私
は
嫌
わ
れ
る

(ピ

l
卜
た
け
し
)

中
国
文
明
史

(w
-
エ

|
パ
|
ハ
ル
ト
)

シ
|
ボ
ル
ト
の
娘
た
ち(羽

仁
説
子
)

旅
が
好
き
、
食
べ
る
こ
と
は
も

っ

と

好

き

(

郎

永

渓

)

ス
ペ
イ
ン
の
索
顔
(
中
西
省
三
)

寝
で
も
党
め
て
も
憲
法
学
者

(
尾
吹
善
人
)

ピ
ル
マ
で

い
ま
、
何
が
、
起
き
て

い
る
の
か

?

(C
・
タ
ウ
ン
)

あ
な
た
の
異
文
化
適
応
度

(
官
同
岩
和
維
)

お
ん
な
学
事
始
(
井
上
章

二

元

気

の

索

(

斉

藤

茂

太

)

世
界
空
想
動
物
記

(
実
吉
達
郎
)

暦
の
は
な
し
十
二
ヵ
月(

内
田
正
男
)

緑
の
も
う

一
つ
の
道

(B
・
ト
|
カ

l
)

エ
ピ
の
向
こ
う
に
ア
ジ
ア
が
見
え
る

(
村
井
吉
敬
鶴
見
良
行
)

日
本
「
鉄
道
」
改
造
論(川

島
令
三
)

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う
蛮
族
が
い
る

(中
村
紘
子
)

ガ
ラ
ス
の
金
メ
ダ
ル
(
高
野
俊
雄
)

雪

の

絵

(

魚

住

陽

子

)

日
溜
ま
り
の
水
(
立
松
和
平
)

茜

に

燃

ゆ

(

黛

宕

重

五

回

)

白
い
光
の
午
後
(
高
樹
の
ぶ
子
)

突
然
に
シ
|
リ
ア
ス
(
柴
凹
朔
)
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